
事 業 年 度
定時株主総会開催時期
基 準 日

株 主 名 簿 管 理 人
　
郵 便 物 送 付 先
　
　
同 取 次 所
1 単 元 の 株 式 の 数
公 告 の 方 法
　

上 場 証 券 取 引 所

毎年4月1日から翌年3月31日
毎年6月下旬
定時株主総会　毎年3月31日
期 末 配 当　毎年3月31日
中 間 配 当　毎年9月30日
東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社
〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行　証券代行部
電話　0120-782-031（フリーダイヤル）
三井住友信託銀行株式会社　本店及び全国各支店
100株
電子公告（当社ホームページに掲載）
※電子公告によることができないときは、
　日本経済新聞に掲載して行います。
東京証券取引所第一部

●住所変更、単元未満株式の買取等のお申出先について
　株主様の口座のある証券会社にお申出ください。
　なお、証券会社に口座がないため特別口座が開設されました株主様は、

特別口座の口座管理機関である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。
●未払配当金の支払いについて
　株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

INFORMATION

平成30年4月

株 主 の 皆 様 へ

株主様へのご優待について

株主メモ

配当金（予定）について（2018年1月31日公表）
　2017年度の期末配当につきましては、当期業績見通し等を踏まえ、1株当たり20円とし、中間配当金と合わせた年間配当金は、
1株当たり32円50銭とさせていただく予定です。

2016年度

期　　末 合　　計第2四半期末

12円50銭 17円50銭配当金 30円00銭

2017年度

期　　末 合　　計第2四半期末

12円50銭 20円00銭 32円50銭

定時株主総会
期末配当金支払開始
年度事業報告書発行
有価証券報告書提出

第1四半期
決算発表

中間配当
基準日

中間配当金支払開始
第2四半期報告書発行

第2四半期
決算発表

四半期報告書
（第2四半期）提出

四半期報告書
（第1四半期）提出

3月 4月

5月

6月

7月

8月

9月10月

11月

12月

1月

2月

配当
基準日

期末決算発表

第3四半期
決算発表

四半期報告書
（第3四半期）提出

IRカレンダー

大阪製鐵株式会社
【お問い合わせ】

ユニバーサルデザイン（UD）の考え方に基づき、
より多くの人に見やすく読みまちがえにくい
デザインの文字を採用しています。

　■対象株主 毎年3月31日現在の株主名簿に記録された当社株式100株（1単元）以上 
 ご所有の株主様を対象といたします。
　■優待内容 ⑴100株以上1,000株未満ご所有の株主様
 　⇒ 1,000円相当の「QUOカード」を贈呈いたします。
 ⑵1,000株以上ご所有の株主様
 　⇒ 2,000円相当の「QUOカード」を贈呈いたします。

QUOカード（昨年デザイン）

〒541-0045　大阪市中央区道修町3丁目6番1号（京阪神御堂筋ビル11階）
TEL. 06-6204-0300㈹　http://www.osaka-seitetu.co.jp

当社HP QRコード

PT. KRAKATAU OSAKA STEELPT. KRAKATAU OSAKA STEEL

①全景　②全景　③事務所正面玄関　④工場内部　⑤出荷作業
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TOP MESSAGE

株主の皆様へ 2020年度連結中期計画 ～新たな飛躍～ の概要
（2018年3月23日公表）

株主の皆様には、平素より格別のご高配を賜り厚く御礼申しあげます。 
おかげさまで、当社は今年創立40周年を迎えることとなります。 

株主の皆様には、今後とも変わらぬご理解とご支援を
　　　　　　　　　　賜りますようお願い申しあげます。

【厳しい経営環境の中、一定の利益を確保いたしました】
　日本経済は、雇用・所得環境の改善が継続し、好調な企業収益に支えられ、個人消費や設備投資に持ち直しの動きがみら

れたことで、緩やかな回復基調が続くこととなりました。一方、当社の属する普通鋼電炉工業界につきましては、需要環境

の改善はあるものの、主原料であるスクラップ価格に加え、副原料や主要資材価格の高騰により製造コストが増大するな

ど、引き続き厳しい経営環境となりました。
　このような厳しい経営環境において、コンプライアンスの強化・充実を図りつつ、安全・環境・防災のリスク管理強化や

商品力強化・体質強化に努め、また、Go ZERO活動に代表される「現場・現物」に根差した徹底したコスト削減も実行して

まいりました。

【今後の経営環境について】
　今後の日本経済につきましては、雇用・所得環境の改善が継続するなど、緩やかに回復していくものと思われます。一方

で、東アジア地域の緊張増大や米国の保護主義的な動きが世界経済へ影響する懸念など、わが国の景気下押しリスクが存在

しており、先行きは楽観できません。当社グループを取り巻く経営環境につきましても、鋼材需要は堅調であると期待され

るものの、製造コストについては、スクラップ価格、副原料価格等の更なる上昇や、海送・陸送など輸送コストの増大が懸

念され、引き続き厳しい経営環境が続くと思われます。  

【2020年度中期計画の策定】
　2018年3月23日に、当社グループとして、築き上げた揺るぎない経営基盤を活かしつつ、様々な課題に積極的に対応し、

「新たな飛躍」に向けた体質強化と成長戦略を推進すべく、『2020年度連結中期計画』を策定及び公表いたしました。

【今年度の業績見通しと当期末の配当予定について】　
　今年度の連結業績につきましては、売上高800億円、経常利益65億円、

親会社株主に帰属する当期純利益42億円となる見通しです。
　当期末の剰余金の配当につきましては、当期の業績見通し等を踏まえ、1株

につき20円（年間配当金としては1株につき32円50銭）とさせていただく

予定です。

Ⅰ.  基本方針と主要施策
　「人と設備」を基軸に、これまで培った高い製造技術と品質の安定性及び商品の差別化と強じんなコスト競争力による優

位性を拡大し、アジア市場において一般形鋼を中心に条鋼系分野における業界トップクラスの優良企業であり続けるべく、

以下の諸施策を推進してまいります。

1．コンプライアンスの徹底と鉄リサイクルを通じた循環型社会への貢献による社会との共生　　　　　　　　　　　　

2．成長戦略の推進　～海外事業（KOS社）の着実な推進等　　注）KOS社＝PT. KRAKATAU OSAKA STEEL

3．品質・商品力の更なる強化　～ナンバーワン、オンリーワン商品の充実

4．グループ国内事業の効率的な生産・物流体制の構築、省エネルギー・コスト対策の推進

5．事業の持続可能性をもたらす基盤整備の推進

Ⅱ.  経営計画（数値目標）

TOPICS

2016年度

2017年度
見通し

2020年度
計画

65億円
8％

100億円
10％

2017年度
通　　期 第1四半期 第2四半期 第3四半期 通期見通し

（単位：百万円）

18,299
2,342
2,380
1,559

40円07銭

62,135
5,955
5,931
2,769

71円16銭

800億円
（22％）

1,000億円
（37％）

110万t 150万t

35,709
3,408
3,380
2,162

55円56銭

57,679
5,229
5,162
3,334

85円66銭

80,000
6,500
6,500
4,200

107円91銭

売 上 高
営 業 利 益
経 常 利 益
親会社株主に帰属する当期（四半期）純利益
1株当たり当期 （ 四半期 ） 純利益

業績概況（2018年1月31日公表）

代表取締役社長

岩 﨑 正 樹

2018年3月期 決算見通し（連結）

連結ベース
2016年度

実績

59億円
10％

621億円
（15％）

95万t

経常利益
ROS

売上高
（海外比率※1）

鋼材出荷量

30％ 30％程度を目安42％（※2）配当性向

※1. 海外比率＝KOS社 ＋ 日本からの輸出売上高のグループ売上高合計に占めるウエイト
※2. 2016年度配当性向は災害（熊本地震）特損除くと30％
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